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(57)【要約】
【課題】　ＴＦＴ素子の書き込み不足によるＴＦＴ液晶
表示装置の画質の劣化を防ぐ。
【解決手段】　２本の隣接する映像信号線の間に、前記
映像信号線の延在方向に沿って並んだ複数個の画素電極
は、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線
のうちの一方の映像信号線に接続している画素電極と、
ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線のう
ちの他方の映像信号線に接続している画素電極とが交互
に並んでいる表示装置であって、前記複数個の画素電極
のうちの１つの画素電極に書き込む映像データの階調と
、当該１つの画素電極がＴＦＴ素子を介して接続してい
る映像信号線と同じ映像信号線にＴＦＴ素子を介して接
続しており、かつ、当該１つの画素電極よりも１つだけ
前記映像信号線の信号入力端側にある前段の画素電極に
書き込む映像データの階調とを比較して、前記１つの画
素電極に書き込む映像データの階調を補正する補正回路
を有する表示装置。
【選択図】　　　　図３（ａ）
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数本の走査信号線と、複数本の映像信号線と、複数個のＴＦＴ素子と、前記ＴＦＴ素
子のソースに接続している複数個の画素電極とを有し、かつ、
　２本の隣接する映像信号線の間に、前記映像信号線の延在方向に沿って並んだ複数個の
画素電極は、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線のうちの一方の映像信号
線に接続している画素電極と、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線のうち
の他方の映像信号線に接続している画素電極とが交互に並んでいる表示パネルを備える表
示装置であって、
　前記複数個の画素電極のうちの１つの画素電極に書き込む映像データの階調と、
　当該１つの画素電極がＴＦＴ素子を介して接続している映像信号線と同じ映像信号線に
ＴＦＴ素子を介して接続しており、かつ、当該１つの画素電極よりも１つだけ前記映像信
号線の信号入力端側にある前段の画素電極に書き込む映像データの階調とを比較して、
　前記１つの画素電極に書き込む映像データを補正する補正回路を有することを特徴とす
る表示装置。
【請求項２】
　前記補正回路は、１フレーム期間分の映像データのうちの、２本の隣接する走査信号線
の間に、前記走査信号線の延在方向に沿って並んだ複数個の画素電極のそれぞれに対して
書き込む映像データを保持するラインメモリを有することを特徴とする請求項１に記載の
表示装置。
【請求項３】
　前記補正回路は、前記１つの画素電極に書き込む映像データの階調と、前記前段の画素
電極に書き込む映像データの階調との差がある特定の値よりも大きい場合に、
　前記１つの画素電極に書き込む映像データの階調を変更して補正する階調補正手段を有
することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記階調補正手段は、前記１つの画素電極に書き込む映像データの階調と、前記前段の
画素電極に書き込む映像データの階調との差に応じて、
　前記１つの画素電極に書き込む前記映像データの階調の補正量を変化させることを特徴
とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記階調補正手段は、前記１つの画素電極と前記映像信号線の信号入力端との距離が、
あらかじめ定められた値よりも大きい場合に、前記映像データの階調を補正することを特
徴とする請求項３または請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記階調補正手段は、前記１つの画素電極と前記映像信号線の信号入力端との距離に応
じて、前記映像データの階調の補正量を変化させることを特徴とする請求項３または請求
項４に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記補正回路は、前記１つの画素電極に書き込む映像データの階調と、前記前段の画素
電極に書き込む映像データの階調との差に基づいて、
　前記１つの画素電極に書き込む映像データの先頭に、当該映像データの階調に相当する
電圧とは異なる電圧の信号を付加して補正する階調補正手段を有することを特徴とする請
求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記階調補正手段は、前記１つの画素電極と前記映像信号線の信号入力端との距離が、
あらかじめ定められた値よりも大きい場合に、前記１つの画素電極に書き込む映像データ
の階調に相当する電圧とは異なる電圧の信号を付加して補正することを特徴とする請求項
７に記載の表示装置。
【請求項９】
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　前記階調補正手段は、前記１つの画素電極と前記映像信号線の信号入力端との距離に応
じて、前記１つの画素電極に書き込む映像データの階調に相当する電圧とは異なる電圧の
大きさまたは付加する時間、あるいはその両方を変化させることを特徴とする請求項７に
記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示パネルは、２枚の基板の間に液晶が封入された液晶表示パネルであることを特
徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　複数本の走査信号線と、複数本の映像信号線と、複数個のＴＦＴ素子と、前記ＴＦＴ素
子のソースに接続している複数個の画素電極とを有し、かつ、
　２本の隣接する映像信号線の間に、前記映像信号線の延在方向に沿って並んだ複数個の
画素電極は、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線のうちの一方の映像信号
線に接続している画素電極と、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線のうち
の他方の映像信号線に接続している画素電極とが交互に並んでいる表示パネルを備える表
示装置であって、
　前記複数本の走査信号線には、それぞれ、前記走査信号線の延在方向に沿って並んだ複
数個のＴＦＴ素子のゲートが接続しており、
　前記複数本の走査信号線には、それぞれ、あらかじめ定められた時間周期で、当該時間
周期よりも短い時間だけ前記ＴＦＴ素子をオンにする走査信号が加わり、
　前記各走査信号線に加わる走査信号における前記ＴＦＴ素子をオンにする時間は、前記
時間周期を、前記走査信号線の総数で除した時間よりも短いことを特徴とする表示装置。
【請求項１２】
　前記走査信号は、ある１つのＴＦＴ素子をオフからオンに切り替える時刻と、前記映像
信号線に加えられた映像信号が当該ＴＦＴ素子のソースに接続している画素電極に書き込
まれる信号に変化する時刻との時間差が、当該ＴＦＴ素子をオンからオフに切り替える時
刻と、前記映像信号線に加えられた映像信号が当該ＴＦＴ素子のソースに接続している画
素電極の次の画素電極に書き込まれる信号に変化する時刻との時間差よりも短いことを特
徴とする請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記表示パネルは、２枚の基板の間に液晶が封入された液晶表示パネルであることを特
徴とする請求項１１または請求項１２に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、特に、ＴＦＴ液晶表示装置に適用して有効な技術に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、テレビやパーソナルコンピュータのモニタなどに用いられる表示装置として、Ｔ
ＦＴ液晶表示装置がある。
【０００３】
　前記ＴＦＴ液晶表示装置は、２枚の基板の間に液晶を封入した液晶表示パネルを有する
表示装置である。このとき、前記２枚の基板のうちの一方の基板は、一般に、ＴＦＴ基板
と呼ばれており、たとえば、ガラス基板などの絶縁基板の表面に、複数本の走査信号線お
よび複数本の映像信号線、複数個のＴＦＴ素子および複数個の画素電極などが形成されて
いる。また、前記２枚の基板のうちの他方の基板は、一般に、対向基板と呼ばれており、
たとえば、ガラス基板などの絶縁基板の表面に、前記表示領域を画素毎の領域に分割する
遮光膜やカラーフィルタなどが形成されている。なお、前記画素電極と対になって前記液
晶を駆動させる対向電極は、前記ＴＦＴ基板側に形成されていることもあるし、前記対向
基板側に形成されていることもある。
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【０００４】
　前記液晶表示パネルは、映像や画像を表示する表示領域が多数個の画素の集合で設定さ
れており、各画素は、ＴＦＴ素子およびＴＦＴ素子のソースに接続している画素電極を有
する。このとき、各ＴＦＴ素子は、ドレインが映像信号線に接続しており、ゲートが走査
信号線に接続している。なお、本明細書では、前記ＴＦＴ素子のソースとドレインについ
て、画素電極に接続しているほうをソースと呼び、映像信号線に接続しているほうをドレ
インと呼ぶが、この逆、すなわち、画素電極に接続しているほうをドレインと呼び、映像
信号線に接続しているほうをソースと呼ぶこともある。
【０００５】
　また、従来の前記液晶表示パネルにおいて、２本の隣接する映像信号線の間に、映像信
号線の延在方向に沿って配置された複数個の画素電極は、たとえば、各画素電極に接続し
ているＴＦＴ素子を介して、前記２本の隣接する映像信号線のうちのいずれか一方の映像
信号線に接続している。このとき、従来の一般的な液晶表示パネルでは、前記各画素電極
に接続している各ＴＦＴ素子のドレインは、すべて、前記２本の映像信号線のうちの同じ
映像信号線に接続している。
【０００６】
　また、近年の液晶表示パネルには、たとえば、２本の隣接する映像信号線の間に、前記
２本の隣接する映像信号線のうちの一方の映像信号線にドレインが接続しているＴＦＴ素
子と、他方の映像信号線にドレインが接続しているＴＦＴ素子とを、前記映像信号線の延
在方向に沿って交互に配置した液晶表示パネルがある（たとえば、特許文献１を参照。）
。このような液晶表示パネルにおいて、２本の隣接する映像信号線の間に、映像信号線の
延在方向に沿って配置された複数個の画素電極は、たとえば、ＴＦＴ素子を介して前記２
本の隣接する映像信号線のうちの一方の映像信号線に接続している画素電極と、他方の映
像信号線に接続している画素電極とが、映像信号線の延在方向に沿って交互に並んでいる
。
【特許文献１】特開平１０－９０７１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、液晶テレビなどの液晶表示装置では、近年、画面のちらつきを抑えたり、動
画の表示性能を向上させたりするための高リフレッシュレート化が進んでいる。
【０００８】
　しかしながら、従来の液晶表示装置では、高リフレッシュレート化が進むにつれて、前
記ＴＦＴ素子を介して前記画素電極に書き込まれる階調電圧に書き込み不足が生じ、画質
が劣化するという問題があった。
【０００９】
　また、従来の液晶表示装置では、たとえば、同じ１本の映像信号線にドレインが接続し
ている複数個の画素電極における書き込み不足の不足量に違いが生じ、たとえば、横筋と
呼ばれる現象が発生し、画質が劣化するという問題があった。
【００１０】
　本発明の目的は、たとえば、液晶表示装置の画質の劣化を防ぐことが可能な技術を提供
することにある。
【００１１】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面に
よって明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概略を説明すれば、以下の通りで
ある。
【００１３】
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　（１）複数本の走査信号線と、複数本の映像信号線と、複数個のＴＦＴ素子と、前記Ｔ
ＦＴ素子のソースに接続している複数個の画素電極とを有し、かつ、２本の隣接する映像
信号線の間に、前記映像信号線の延在方向に沿って並んだ複数個の画素電極は、ＴＦＴ素
子を介して前記２本の隣接する映像信号線のうちの一方の映像信号線に接続している画素
電極と、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線のうちの他方の映像信号線に
接続している画素電極とが交互に並んでいる表示パネルを備える表示装置であって、前記
複数個の画素電極のうちの１つの画素電極に書き込む映像データの階調と、当該１つの画
素電極がＴＦＴ素子を介して接続している映像信号線と同じ映像信号線にＴＦＴ素子を介
して接続しており、かつ、当該１つの画素電極よりも１つだけ前記映像信号線の信号入力
端側にある前段の画素電極に書き込む映像データの階調とを比較して、前記１つの画素電
極に書き込む映像データの階調を補正する補正回路を有する表示装置。
【００１４】
　（２）前記（１）の表示装置において、前記補正回路は、１フレーム期間分の映像デー
タのうちの、２本の隣接する走査信号線の間に、前記走査信号線の延在方向に沿って並ん
だ複数個の画素電極のそれぞれに対して書き込む映像データを保持するラインメモリを有
する表示装置。
【００１５】
　（３）前記（１）または（２）の表示装置において、前記補正回路は、前記１つの画素
電極に書き込む映像データの階調と、前記前段の画素電極に書き込む映像データの階調と
の差がある特定の値よりも大きい場合に、前記１つの画素電極に書き込む映像データの階
調を変更して補正する階調補正手段を有する表示装置。
【００１６】
　（４）前記（３）の表示装置において、前記階調補正手段は、前記１つの画素電極に書
き込む映像データの階調と、前記前段の画素電極に書き込む映像データの階調との差に応
じて、前記１つの画素電極に書き込む映像データの階調補正量を変化させる表示装置。
【００１７】
　（５）前記（３）または（４）の表示装置において、前記階調補正手段は、前記１つの
画素電極と前記映像信号線の信号入力端との距離が、あらかじめ定められた値よりも大き
い場合に、前記映像データの階調を補正する表示装置。
【００１８】
　（６）前記（３）または（４）の表示装置において、前記階調補正手段は、前記１つの
画素電極と前記映像信号線の信号入力端との距離に応じて、前記映像データの階調の補正
量を変化させる表示装置。
【００１９】
　（７）前記（１）または（２）の表示装置において、前記補正回路は、前記１つの画素
電極に書き込む映像データの階調と、前記前段の画素電極に書き込む映像データの階調と
の差に基づいて、前記１つの画素電極に書き込む映像データの先頭に、当該映像データの
階調に相当する電圧とは異なる電圧の信号を付加して補正する階調補正手段を有する表示
装置。
【００２０】
　（８）前記（７）の表示装置において、前記階調補正手段は、前記１つの画素電極と前
記映像信号線の信号入力端との距離が、あらかじめ定められた値よりも大きい場合に、前
記１つの画素電極に書き込む映像データの階調に相当する電圧とは異なる電圧の信号を付
加して補正する表示装置。
【００２１】
　（９）前記（７）の表示装置において、前記階調補正手段は、前記１つの画素電極と前
記映像信号線の信号入力端との距離に応じて、前記１つの画素電極に書き込む映像データ
の階調に相当する電圧とは異なる電圧の大きさまたは付加する時間、あるいはその両方を
変化させる表示装置。
【００２２】
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　（１０）前記（１）乃至（９）のいずれかの表示装置において、前記表示パネルは、２
枚の基板の間に液晶が封入された液晶表示パネルである表示装置。
【００２３】
　（１１）複数本の走査信号線と、複数本の映像信号線と、複数個のＴＦＴ素子と、前記
ＴＦＴ素子のソースに接続している複数個の画素電極とを有し、かつ、２本の隣接する映
像信号線の間に、前記映像信号線の延在方向に沿って並んだ複数個の画素電極は、ＴＦＴ
素子を介して前記２本の隣接する映像信号線のうちの一方の映像信号線に接続している画
素電極と、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線のうちの他方の映像信号線
に接続している画素電極とが交互に並んでいる表示パネルを備える表示装置であって、前
記複数本の走査信号線には、それぞれ、前記走査信号線の延在方向に沿って並んだ複数個
のＴＦＴ素子のゲートが接続しており、前記複数本の走査信号線には、それぞれ、あらか
じめ定められた時間周期で、当該時間周期よりも短い時間だけ前記ＴＦＴ素子をオンにす
る走査信号が加わり、前記各走査信号線に加わる走査信号における前記ＴＦＴ素子をオン
にする時間は、前記時間周期を、前記走査信号線の総数で除した時間よりも短い表示装置
。
【００２４】
　（１２）前記（１１）の表示装置において、前記走査信号は、ある１つのＴＦＴ素子を
オフからオンに切り替える時刻と、前記映像信号線に加えられた映像信号が当該ＴＦＴ素
子のソースに接続している画素電極に書き込まれる信号に変化する時刻との時間差が、当
該ＴＦＴ素子をオンからオフに切り替える時刻と、前記映像信号線に加えられた映像信号
が当該ＴＦＴ素子のソースに接続している画素電極の次の画素電極に書き込まれる信号に
変化する時刻との時間差よりも短い表示装置。
【００２５】
　（１３）前記（１１）または（１２）の表示装置において、前記表示パネルは、２枚の
基板の間に液晶が封入された液晶表示パネルである表示装置。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の表示装置によれば、前記ＴＦＴ素子を介して画素電極に書き込まれる階調電圧
書き込み不足の不足量の違いによる画質の劣化を防ぐことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明について、図面を参照して実施の形態（実施例）とともに詳細に説明する
。
  なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは、同一符号を付
け、その繰り返しの説明は省略する。
【００２８】
　図１（ａ）および図１（ｂ）は、本発明に係わる表示装置の一例を説明するための模式
図である。
  図１（ａ）は、本発明に係わる液晶表示装置の概略構成の一例を示す模式ブロック図で
ある。図１（ｂ）は、図１（ａ）に示した液晶表示パネルにおける表示領域の概略構成の
一例を示す模式回路図である。
【００２９】
　本発明に係わる表示装置の１つとして、ＴＦＴ液晶表示装置がある。ＴＦＴ液晶表示装
置は、たとえば、図１（ａ）に示すように、複数本の走査信号線ＧＬおよび複数本の映像
信号線ＤＬを有する液晶表示パネル１と、データドライバ２と、ゲートドライバ３と、制
御回路４とを有する。データドライバ２は、液晶表示パネル１の各映像信号線ＤＬに加え
る映像信号（階調電圧信号と呼ぶこともある）を生成する駆動回路である。ゲートドライ
バ３は、液晶表示パネル１の各走査信号線ＧＬに加える走査信号を生成する駆動回路であ
る。制御回路４は、データドライバ２の動作およびゲートドライバ３の動作を制御する回
路である。
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【００３０】
　なお、図１（ａ）では省略しているが、ＴＦＴ液晶表示装置には、液晶表示パネル１、
データドライバ２、ゲートドライバ３、および制御回路４のほかにもいくつかの回路部品
などを有することはもちろんであり、ＴＦＴ液晶表示装置が透過型または半透過型である
場合、たとえば、バックライトユニットと呼ばれる光源を有する。
【００３１】
　液晶表示パネル１の表示領域ＤＡは、複数個のマトリクス状に配置された画素の集合と
して設定されており、１つの画素は、たとえば、２本の隣接する走査信号線ＧＬと２本の
隣接する映像信号線ＤＬとで囲まれる領域の大きさに相当する。このとき、各画素は、ア
クティブ素子（スイッチング素子と呼ぶこともある）であるＴＦＴ素子と、ＴＦＴ素子の
ソースに接続している画素電極とを有する。また、各ＴＦＴ素子のドレインは、当該ＴＦ
Ｔ素子のソースに接続している画素電極を挟んで隣接する２本の映像信号線ＤＬのうちの
いずれか一方の映像信号線ＤＬに接続しており、各ＴＦＴ素子のゲートは、当該ＴＦＴ素
子のソースに接続している画素電極を挟んで隣接する２本の走査信号線ＧＬのうちのいず
れか一方の走査信号線ＧＬに接続している。すなわち、２本の隣接する映像信号線ＤＬの
間に配置された画素電極は、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線ＤＬのう
ちのいずれか一方の映像信号線に接続している。
【００３２】
　また、本発明に係わるＴＦＴ液晶表示装置の液晶表示パネル１において、２本の隣接す
る映像信号線ＤＬの間に、映像信号線ＤＬの延在方向に沿って配置された複数個の画素電
極は、ＴＦＴ素子を介して前記２本の隣接する映像信号線ＤＬのうちの一方の映像信号線
ＤＬに接続している画素電極と、ＴＦＴ素子を介して他方の映像信号線ＤＬに接続してい
る画素電極ＰＸとが、映像信号線ＤＬの延在方向に沿って交互に並んでいる。
【００３３】
　すなわち、本発明に係わるＴＦＴ液晶表示装置の液晶表示パネル１では、図１（ｂ）に
示すように、たとえば、２本の隣接する映像信号線ＤＬｍと映像信号線ＤＬｍ＋１との間
に、映像信号線ＤＬの延在方向に沿って配置された複数個の画素電極ＰＸは、ＴＦＴ素子
を介して映像信号線ＤＬｍ＋１に接続している画素電極ＰＸと、ＴＦＴ素子を介して映像
信号線ＤＬｍに接続している画素電極ＰＸとが、交互に並んでいる。
【００３４】
　また、図１（ｂ）において、２本の走査信号線ＧＬｎ－１，ＧＬｎの間にある画素電極
ＰＸのライン（行）ＨＬｎは、走査信号線ＧＬｎに加えられる走査信号がオンになってい
る期間に、各映像信号線ＤＬに加えられている映像信号が書き込まれる画素電極のライン
である。また、２本の走査信号線ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１の間にある画素電極ＰＸのラインＨ
Ｌｎ＋１は、走査信号線ＧＬｎ＋１に加えられる走査信号がオンになっている期間に、各
映像信号線ＤＬに加えられている映像信号が書き込まれる画素電極のラインである。２本
の走査信号線ＧＬｎ＋１，ＧＬｎ＋２の間にある画素電極ＰＸのラインＨＬｎ＋２は、走
査信号線ＧＬｎ＋２に加えられる走査信号がオンになっている期間に、各映像信号線ＤＬ
に加えられている映像信号が書き込まれる画素電極のラインである。
【００３５】
　なお、図１（ｂ）には、横５画素×縦３画素の１５個の画素の概略構成を示している。
液晶表示パネル１がＲＧＢ方式のカラー液晶表示パネルの場合、各画素は、一般にサブピ
クセルと呼ばれる画素であり、走査信号線ＧＬの延在方向に沿って並んだＲ（赤）の画素
、Ｇ（緑）の画素、Ｂ（青）の画素の３つの画素により、映像または画像の１ドットが表
示される。
【００３６】
　図１（ｂ）に示した例では、２本の映像信号線ＤＬｍ－２，ＤＬｍ－１の間にある画素
電極ＰＸの列Ｇｕ－１、および２本の映像信号線ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２の間にある画素
電極ＰＸの列Ｇｕが、それぞれ、Ｇ（緑）の階調表示を行う画素の画素電極の列である。
また、２本の映像信号線ＤＬｍ－１，ＤＬｍの間にある画素電極ＰＸの列Ｂｕ－１、およ
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び２本の映像信号線ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３の間にある画素電極ＰＸの列Ｂｕが、それぞ
れ、Ｂ（青）の階調表示を行う画素の画素電極の列である。また、２本の映像信号線ＤＬ

ｍ，ＤＬｍ＋１の間にある画素電極ＰＸの列Ｒｕが、Ｒ（赤）の階調表示を行う画素の画
素電極の列である。
【００３７】
　また、図１（ｂ）では、２本の走査信号線ＧＬｎ－１，ＧＬｎの間にある画素電極ＰＸ
のライン（行）ＨＬｎの５つの画素電極ＰＸのうちの、画素電極の列Ｒｕにある画素電極
を有する画素、画素電極の列Ｇｕにある画素電極を有する画素、および画素電極の列Ｂｕ

にある画素電極を有する画素の３つの画素が、映像または画像の１ドットを構成している
。
【００３８】
　図１（ｂ）に示したような構成の液晶表示パネル１を有するＴＦＴ液晶表示装置では、
たとえば、データドライバ２から各映像信号線ＤＬに映像信号を加えるときに、２本の隣
接する映像信号線のうちの、一方の映像信号線には正極性の映像信号を加え、他方の映像
信号線には負極性の映像信号を加える。なお、前記正極性および前記負極性というのは、
映像信号が書き込まれた画素電極の電位と対向電極の電位との関係に基づく極性であり、
画素電極の電位が共通電圧の電位よりも高くなる映像信号を正極性の映像信号と呼び、画
素電極の電位が共通電圧の電位よりも低くなる映像信号を負極性の映像信号と呼ぶ。
【００３９】
　このとき、たとえば、図１（ｂ）に示した２本の隣接する映像信号線ＤＬｍ，ＤＬｍ＋

１のうちの、一方の映像信号線ＤＬｍに負極性の映像信号を加え、他方の映像信号線ＤＬ

ｍ＋１に負極性の映像信号を加えると、映像信号線ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１の間にある画素電
極ＰＸは、正極性（＋）の画素電極と、負極性（－）の画素電極とが交互に並んでいる状
態になる。
【００４０】
　またこのとき、走査信号線ＧＬの延在方向に並んだ複数個の画素電極ＰＸ、たとえば、
２本の隣接する走査信号線ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１の間にある画素電極ＰＸも、正極性（＋）
の画素電極と、負極性（－）の画素電極とが交互に並んでいる状態になる。
【００４１】
　すなわち、本発明に係わるＴＦＴ液晶表示装置は、一般に列毎反転と呼ばれている反転
方式で、一般にドット反転と呼ばれている反転方式を実現することができる。
【００４２】
　しかしながら、本発明に係わるＴＦＴ液晶表示装置では、たとえば、横筋と呼ばれる現
象が発生して画質を劣化させることがある。そこで、横筋と呼ばれる現象が発生する原因
の１つについて、図２（ａ）および図２（ｂ）を参照して簡単に説明する。
【００４３】
　図２（ａ）および図２（ｂ）は、本発明に係わるＴＦＴ液晶表示装置における問題点の
１つを説明するための模式図である。
  図２（ａ）は、本発明に係わるＴＦＴ液晶表示装置における各画素の階調の一例を示す
模式回路図である。図２（ｂ）は、図２（ａ）に示した２つの画素電極ＰＸ１，ＰＸ２に
書き込まれる階調電圧の一例を示す模式波形図である。
【００４４】
　本発明に係わるＴＦＴ液晶表示装置において、液晶表示パネル１に映像または画像を表
示させるときには、各画素の画素電極ＰＸに、たとえば、図２（ａ）の画素電極ＰＸに示
すような数値の階調の映像信号（階調電圧）を書き込むことがある。すなわち、Ｒ（赤）
の階調表示を行う画素の画素電極ＰＸおよびＧ（緑）の階調表示を行う画素の画素電極Ｐ
Ｘには、それぞれの色における１００階調に相当する階調電圧を書き込み、Ｂ（青）の階
調表示を行う画素の画素電極ＰＸには、青色における２５０階調に相当する階調電圧を書
き込むことがある。
【００４５】
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　このとき、たとえば、２つの隣接する画素電極の列Ｂｕ－１，Ｒｕの間を通る映像信号
線ＤＬｍには、たとえば、図２（ｂ）の上側に示したように、列Ｂｕ－１にある画素電極
ＰＸに書き込むための青色における２５０階調に相当する電圧Ｖ２５０の映像信号と、列
Ｒｕにある画素電極ＰＸに書き込むための赤色における１００階調に相当する電圧Ｖ１０

０の映像信号とが交互に入れ替わる映像信号ＤＡＴＡｍが加わっている。なお、図２（ｂ
）の上側に示した波形図のＤＡＴＡｍにおいて、ＨＬｎ，ＨＬｎ＋１，ＨＬｎ＋２の３つ
の区間は、それぞれ、図２（ａ）に示したラインＨＬｎ，ＨＬｎ＋１，ＨＬｎ＋２にある
画素電極ＰＸに書き込むための映像信号が加えられている区間である。
【００４６】
　また、ラインＨＬｎ＋１、列Ｒｕにある画素電極ＰＸ１に、赤色における１００階調に
相当する電圧Ｖ１００の映像信号が書き込まれるときの、走査信号Ｖｇの波形、共通電圧
Ｖｃｏｍの波形、および画素電極ＰＸ１の電圧Ｖｐｘの波形と、映像信号線ＤＬｍに加わ
っている映像信号ＤＡＴＡｍの波形との関係は、たとえば、図２（ｂ）の上側に示したよ
うな関係になっている。すなわち、画素電極ＰＸ１の電圧Ｖｐｘは、走査信号線ＧＬｎ＋

１の走査信号Ｖｇがオンになった直後、たとえば、画素電極ＰＸ１の前段の画素電極ＰＸ
３に書き込む映像信号の電圧Ｖ２５０の影響により急激に上昇し、その状態から本来の電
圧Ｖ１００の映像信号が書き込まれる。その結果、走査信号Ｖｇの立ち下がりが始まる時
点での、映像信号ＤＡＴＡｍにおける画素電極ＰＸ１に対する階調電圧と、実際に画素電
極ＰＸ１に書き込まれた電圧との電位差ΔＶ１は小さい。
【００４７】
　一方、２つの隣接する画素電極の列Ｒｕ，Ｇｕの間を通る映像信号線ＤＬｍ＋１には、
たとえば、図２（ｂ）の下側に示したように、列Ｒｕにある画素電極ＰＸに書き込むため
の赤色における１００階調に相当する電圧Ｖ１００の映像信号と、列Ｇｕにある画素電極
ＰＸに書き込むための緑色における１００階調に相当する電圧Ｖ１００の映像信号とが交
互に入れ替わる映像信号ＤＡＴＡｍ＋１が加わっている。なお、図２（ｂ）の下側に示し
た波形図のＤＡＴＡｍ＋１において、ＨＬｎ＋１，ＨＬｎ＋２，ＨＬｎ＋３の３つの区間
は、それぞれ、図２（ａ）に示したラインＨＬｎ＋１，ＨＬｎ＋２、および図示していな
いラインＨＬｎ＋３にある画素電極ＰＸに書き込むための映像信号が加えられている区間
である。
【００４８】
　またこのとき、ラインＨＬｎ＋２、列Ｒｕにある画素電極ＰＸ２に、赤色における１０
０階調に相当する電圧Ｖ１００の映像信号が書き込まれるときの、走査信号Ｖｇの波形、
共通電圧Ｖｃｏｍの波形、および画素電極ＰＸ２の電圧Ｖｐｘの波形と、映像信号線ＤＬ

ｍ＋１に加わっている映像信号ＤＡＴＡｍ＋１の波形との関係は、たとえば、図２（ｂ）
の下側に示したような関係になっている。すなわち、画素電極ＰＸ２の電圧Ｖｐｘは、走
査信号線ＧＬｎ＋２の走査信号Ｖｇがオンになった直後、たとえば、画素電極ＰＸ２の前
段の画素電極ＰＸ４に書き込む映像信号の電圧Ｖ１００の影響によりゆるやかに上昇し、
その状態から本来の電圧Ｖ１００の映像信号が書き込まれる。その結果、走査信号Ｖｇの
立ち下がりが始まる時点での、映像信号ＤＡＴＡｍ＋１における画素電極ＰＸ２に対する
階調電圧Ｖ１００と、実際に画素電極ＰＸ２に書き込まれた電圧との電位差ΔＶ２は、映
像信号ＤＡＴＡｍにおける画素電極ＰＸ１に対する階調電圧Ｖ１００と、実際に画素電極
ＰＸ１に書き込まれた電圧との電位差ΔＶ１よりも大きくなる。
【００４９】
　２つの画素電極ＰＸ１，ＰＸ２は、ともに列Ｒｕにある画素電極であるため、赤色にお
ける１００階調に相当する電圧Ｖ１００が書き込まれなければならない。しかしながら、
実際には、図２（ｂ）に示したように、映像信号線ＤＬｍに加わっている映像信号ＤＡＴ
Ａｍにおける階調電圧Ｖ１００と画素電極ＰＸ１に実際に書き込まれた電圧との電位差Δ
Ｖ１と、映像信号線ＤＬｍ＋１に加わっている映像信号ＤＡＴＡｍ＋１における階調電圧
Ｖ１００と画素電極ＰＸ２に実際に書き込まれた電圧との電位差ΔＶ２との大きさが異な
る。すなわち、ＴＦＴ素子を介して映像信号線ＤＬｍに接続している画素電極ＰＸ１と、
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ＴＦＴ素子を介して映像信号線ＤＬｍ＋１に接続している画素電極ＰＸ２とでは、書き込
み不足の不足量が異なる。
【００５０】
　そのため、従来のＴＦＴ液晶表示装置では、画素電極ＰＸ１を有する画素の階調（輝度
）と、画素電極ＰＸ２を有する画素の階調（輝度）が異なる値になり、横筋と呼ばれる現
象が発生し、画質が劣化するという問題が発生していた。
【００５１】
　なお、図２（ａ）に示した各画素電極の階調数は、横筋と呼ばれる現象が目立ちやすい
組み合わせの一例であり、ほかの階調数の組み合わせであっても、横筋と呼ばれる現象は
発生する。また、図２（ａ）では、同じ色の表示を担う複数の列にある複数個の画素電極
、たとえば、列Ｂｕ－１にある画素電極と列Ｂｕにある画素電極が、すべて同じ階調数で
ある場合を例に挙げているが、各列における画素電極の階調数が任意の組み合わせであっ
ても、横筋と呼ばれる現象は発生する。またさらに、図２（ａ）では、同じ列にある複数
個の画素電極、たとえば、列Ｒｕにある画素電極が、すべて同じ階調数である場合を例に
挙げているが、各画素電極の階調数が任意の組み合わせであっても、横筋と呼ばれる現象
は発生する。
【００５２】
　以下、図１（ｂ）に示したような構成の液晶表示パネル１を有するＴＦＴ液晶表示装置
において、横筋と呼ばれる現象の発生を抑え、画質の劣化を防ぐ方法について説明する。
【実施例１】
【００５３】
　図３（ａ）および図３（ｂ）は、本発明による実施例１のＴＦＴ液晶表示装置の駆動方
法の一例を説明するための模式図である。
  図３（ａ）は、実施例１の液晶表示装置の駆動方法の概要を説明するための模式回路図
である。図３（ｂ）は、図３（ａ）に示した２つの画素電極ＰＸ１，ＰＸ２に書き込まれ
る階調電圧の一例を示す模式波形図である。
【００５４】
　実施例１では、たとえば、図２（ａ）に示した画素電極ＰＸ１に書き込まれた階調電圧
の書き込み不足量ΔＶ１と、画素電極ＰＸ２に書き込まれた階調電圧の書き込み不足量Δ
Ｖ２との差を小さくするために、たとえば、画素電極ＰＸ１がＴＦＴ素子を介して接続し
ている映像信号線ＤＬｍに接続している前段の画素電極、すなわち、ラインＨＬｎ，列Ｂ

ｕ－１にある画素電極ＰＸ３に対する映像信号と、画素電極ＰＸ１に対する映像信号との
階調差に基づいて、画素電極ＰＸ１に書き込む映像信号の階調を補正する。
【００５５】
　すなわち、ＴＦＴ素子を介して、ある１本の映像信号線ＤＬに接続している複数個の画
素電極ＰＸのうちの１つの画素電極ＰＸに書き込む映像信号（階調電圧）を、当該１つの
画素電極ＰＸの前段（信号入力端側）にある画素電極ＰＸに書き込む映像信号との階調差
に応じて補正する。このとき、注目する１つの画素電極ＰＸの階調は、たとえば、下記表
１のような補正テーブルに基づいて補正する。
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【表１】

【００５６】
　なお、表１において、Ｋｎ＋１は注目する１つの画素電極ＰＸに書き込む映像信号の補
正前の階調であり、Ｋｎ＋１’は補正後の階調である。また、Ｋｎは、注目する画素電極
ＰＸの前段の画素電極ＰＸに書き込む映像信号線の補正前の階調である。
【００５７】
　表１に示した例では、注目する１つの画素電極ＰＸに書き込む映像信号の補正前の階調
Ｋｎ＋１と、その前段の画素電極ＰＸに書き込む映像信号の補正前の階調Ｋｎとの差ΔＫ
が、たとえば、－１００以下である場合、注目する１つの画素電極ＰＸに書き込ませる映
像信号を（Ｋｎ＋１－２）階調に補正する。図２（ａ）に示したような階調で表示する場
合、ラインＨＬｎ＋１、列Ｒｕにある画素電極ＰＸ１に書き込ませる映像信号の階調と、
その前段の画素電極であるラインＨＬｎ、列Ｂｕ－１にある画素電極ＰＸ３に書き込ませ
る映像信号の階調との差ΔＫは、ΔＫ＝１００－２５０＝－１５０である。そのため、表
１に示した補正テーブルに基づいて階調を補正する場合、画素電極ＰＸ１に書き込ませる
映像信号の階調は、図３（ａ）に示すように、１００階調から９８階調に補正する。なお
、図３（ａ）において、各映像信号線ＤＬｍ－２，ＤＬｍ－１，ＤＬｍ，ＤＬＭ＋１，Ｄ
ＬＭ＋２，ＤＬＭ＋３の上端にある三角形の印は、信号入力端であることを示している。
【００５８】
　このようにすると、図３（ａ）に示した２つの画素電極ＰＸ１，ＰＸ２に書き込まれる
階調電圧Ｖｐｘの波形と、走査信号Ｖｇの波形、共通電圧Ｖｃｏｍの波形、および画素電
極に書き込まれる電圧Ｖｐｘの波形と、映像信号線ＤＬｍに加わっている映像信号ＤＡＴ
Ａｍの波形との関係は、それぞれ、図３（ｂ）に示したような関係になる。
【００５９】
　このとき、画素電極ＰＸ１に書き込まれた電圧Ｖｐｘと映像信号ＤＡＴＡｍにおける階
調電圧との電位差ΔＶ１’（すなわち書き込み不足量）は、９８階調に相当する電圧Ｖ９

８の映像信号を書き込ませたときの電位差である。そのため、図３（ｂ）に点線で示した
１００階調に相当する電圧Ｖ１００のとき映像信号と、９８階調の映像信号で画素電極Ｐ
Ｘ１に書き込まれた電圧Ｖｐｘとの電位差は、図２（ｂ）に示した電位差ΔＶ１よりも大
きくなる。
【００６０】
　一方、画素電極ＰＸ２に書き込む補正前の映像信号の階調と、その前段の画素電極ＰＸ
４に書き込む補正前の映像信号の階調とは、ともに１００階調であるため、表１に示した
補正テーブルに基づくと、画素電極ＰＸ２の映像信号の階調は１００階調のままである。
そのため、画素電極ＰＸ２に書き込まれる階調電圧Ｖｐｘの波形は、図２（ｂ）の下側に
示した波形と同じ波形になり、映像信号ＤＡＴＡｍ＋１における階調電圧Ｖ１００と画素
電極ＰＸ２に書き込まれた電圧Ｖｐｘとの電位差は、図２（ｂ）に示した電位差Δ２と同
じである。
【００６１】
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　したがって、実施例１のＴＦＴ液晶表示装置の駆動方法では、走査信号Ｖｇの立ち下が
りが始まる時点での映像信号ＤＡＴＡｍの階調電圧と実際に画素電極ＰＸ１に書き込まれ
た電圧との電位差ΔＶ１’と、走査信号Ｖｇの立ち下がりが始まる時点での映像信号ＤＡ
ＴＡｍ＋１の階調電圧と実際に画素電極ＰＸ２に書き込まれた電圧との電位差ΔＶ２との
差（ΔＶ２－ΔＶ１’）が、ΔＶ２－ΔＶ１よりも小さくなる。そのため、画素電極ＰＸ
１を有する画素の階調（輝度）と、画素電極ＰＸ２を有する画素の階調（輝度）との差が
小さくなり、横筋と呼ばれる現象の発生による画質が劣化を回避できる。
【００６２】
　図４（ａ）乃至図４（ｂ）は、実施例１の駆動方法を実現するＴＦＴ液晶表示装置の概
略構成の一例を示す模式図である。
  図４（ａ）は、実施例１のＴＦＴ液晶表示装置の補正回路の一構成例を示す模式ブロッ
ク図である。図４（ｂ）は、補正回路に入力される映像データの一例を示す模式図である
。図４（ｃ）は、補正回路のデータ並替手段で並べ替えを行った映像データの一例を示す
模式図である。
【００６３】
　実施例１のようなＴＦＴ液晶表示装置の駆動方法を実現するためには、たとえば、図１
（ａ）に示した制御回路４に、たとえば、図４（ａ）に示すような構成の補正回路４０１
を設ければよい。補正回路４０１は、たとえば、データ並替手段４０１ａと、階調補正手
段４０１ｂと、ラインメモリ４０１ｃとを有する。
【００６４】
　ＴＦＴ液晶表示装置に入力される映像データ５０１は、たとえば、図４（ｂ）に示すよ
うな形式になっており、各映像信号線ＤＬの映像信号は、２本の隣接する映像信号線の間
にある複数個の画素電極ＰＸに対して書き込む階調電圧で構成されている。すなわち、映
像信号線ＤＬｍに加える映像信号は、２本の映像信号線ＤＬｍ，ＤＬｍ＋１の間にある各
画素電極ＰＸに対して書き込む階調データＫｃｎ，ｍ（ｃはＲ，Ｇ，Ｂのいずれか１つ。
ｎ＝１，２，３，…，Ｎ）で構成されている。そのため、まず、データ並替手段４０１ａ
において、たとえば、図４（ｃ）に示すような形式の映像データ５０２に並べ替える。な
お、映像信号線ＤＬ１に対する階調データのうちの、ＫＤ２，１およびＫＤ４，１は、ダ
ミーの映像信号であり、たとえば、ＫＤ２，１はＫＲ１，１と同じ階調データにし、ＫＤ

４，１はＫＲ３，１と同じ階調データにする。
【００６５】
　データ並替手段４０１で並べ替えた映像データ５０２は、ラインＨＬｎ毎に、階調補正
手段４０１ｂおよびラインメモリ４０１ｃに転送される。階調補正手段４０１ｂは、ライ
ンＨＬｎの各画素電極に対して書き込む階調データと、ラインメモリ４０１ｃで保持して
いるラインＨＬｎ－１の各画素電極に対して書き込む階調データとを比較し、たとえば、
前記表１のような補正テーブルと、極性制御手段４０２からの極性識別子（正極性または
負極性）に基づいてラインＨＬｎの各画素電極に対して書き込む階調データを補正する。
その後は、補正された映像データ５０３をデータドライバ２に転送し、各映像信号線ＤＬ
に加える映像信号（階調電圧信号）を生成し、たとえば、制御回路４などで制御されてい
るタイミング（クロック信号）に基づいて、各映像信号線ＤＬに映像信号を加えるととも
に、各走査信号線ＧＬに加える走査信号を順次オンにしていくことで、１フレーム期間分
の映像または画像を液晶表示パネル１に表示させる。
【００６６】
　なお、図４（ａ）に示した補正回路４０１は、実施例１の駆動方法を実現するための回
路構成の一例である。すなわち、図３（ａ）および図３（ｂ）ならびに表１を参照して説
明したような方法で、各画素電極ＰＸに書き込む映像信号の階調を補正することができれ
ば、別の構成であってもよいことはもちろんである。
【００６７】
　以上説明したように、本実施例１のＴＦＴ液晶表示装置およびその駆動方法によれば、
横筋と呼ばれる現象の発生を抑え、ＴＦＴ液晶表示装置の画質の劣化を防ぐことができる
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。
【００６８】
　なお、実施例１では、たとえば、前記表１のように、２つの画素電極の階調差ΔＫにつ
いて、ΔＫ≧１００の場合、１００＞ΔＫ≧５０の場合、５０＞ΔＫ＞－５０の場合、－
５０≧ΔＫ＞－１００の場合、－１００≧ΔＫの場合の５段階に分けた補正テーブルを用
いて補正する例を挙げたが、補正テーブルは、別の数値で５段階に分けてもよいことはも
ちろんである。またさらに、６段階以上に分けてもよいことも、もちろんである。
【００６９】
　図５（ａ）乃至図５（ｃ）は、実施例１の応用例を説明するための模式図である。
  図５（ａ）は、横筋と呼ばれる現象の傾向を説明するための模式図である。図５（ｂ）
は、階調の補正方法の第１の応用例を説明するための模式グラフ図である。図５（ｃ）は
、階調の補正方法の第２の応用例を説明するための模式グラフ図である。
【００７０】
　図１（ｂ）に示した構成のＴＦＴ液晶表示装置を、従来の方法で駆動させたときに発生
する横筋と呼ばれる現象は、たとえば、図５（ａ）に示すように、映像信号線ＤＬの信号
入力端に近いラインＨＬ２、映像信号線ＤＬの信号入力端から最も遠いラインＨＬＮ、そ
してそれらの間にあるラインＨＬｉおよびラインＨＬｊのそれぞれでレベル（見え方）が
異なり、一般的には、映像信号線ＤＬの信号入力端に近いラインＨＬ２の近傍ではあまり
目立たず、映像信号線ＤＬの信号入力端から遠ざかるにつれて目立つようになってくる。
なお、図５（ａ）において、各映像信号線ＤＬ１，ＤＬｍ，ＤＬＭ＋１の上端にある三角
形の印は、信号入力端であることを示している。
【００７１】
　このように、映像信号線ＤＬの信号入力端からの距離が長いラインＨＬほど横筋が目立
つ原因の１つとして、たとえば、各映像信号線ＤＬに加えられた映像信号の遅延量が関係
している。
【００７２】
　そのため、実施例１で説明した駆動方法でＴＦＴ液晶表示装置を駆動させるときには、
たとえば、図５（ｂ）に示すように、映像信号の遅延時間ＤＴが閾値ＤＴｔｈよりも長く
なるラインＨＬｔｈからラインＨＬＮまでの画素についてのみ、上記のような階調データ
の補正を行うようにしてもよい。なお、図５（ｂ）に示したグラフ図において、横軸はラ
インＨＬｎであり、映像信号線の信号入力端に最も近いラインをＨＬ１とし、映像信号線
の信号入力端から最も遠いラインをＨＬＮとしている。また、縦軸は映像信号の遅延時間
ＤＴ（ｓｅｃ）であり、上に行くほど遅延時間が長くなる。
【００７３】
　なお、このような方法でＴＦＴ液晶表示装置を駆動させる場合、遅延時間の閾値ＤＴｔ

ｈ、すなわち補正を開始するラインＨＬｔｈを適宜変更可能であることはもちろんである
。
【００７４】
　また、このような方法でＴＦＴ液晶表示装置を駆動させる場合、たとえば、遅延時間が
閾値ＤＴｔｈよりも短いラインＨＬ１からラインＨＬｔｈ－１までの画素についても、階
調データの補正を行うことが可能である。その場合、たとえば、ラインＨＬ１からライン
ＨＬｔｈ－１までの画素に対する補正テーブルと、ラインＨＬｔｈからラインＨＬＮまで
の画素に対する補正テーブルとを用意すればよい。
【００７５】
　また、映像信号の遅延時間ＤＴに対して閾値を設定するときには、たとえば、図５（ｃ
）に示すように、第１の閾値ＤＴｔｈ１、第２の閾値ＤＴｔｈ２、および第３の閾値ＤＴ

ｔｈ３の３つの閾値を設定し、当該３つの閾値で分けられた区間毎に、異なる補正テーブ
ルＴ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｔ４に基づいて各ラインＨＬｎの画素の階調データを補正してもよ
い。
【００７６】
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　なお、図５（ｃ）に示した例では、３つの閾値ＤＴｔｈ１，ＤＴｔｈ２，ＤＴｔｈ３を
設定しているが、これに限らず、２つの閾値、または４つ以上の閾値を設定してもよいこ
とはもちろんである。
【実施例２】
【００７７】
　図６（ａ）および図６（ｂ）は、本発明による実施例２のＴＦＴ液晶表示装置の駆動方
法の一例を説明するための模式図である。
  図６（ａ）は、実施例２の液晶表示装置の駆動方法の概要を説明するための模式回路図
である。図６（ｂ）は、図６（ａ）に示した２つの画素電極ＰＸ１，ＰＸ２に書き込まれ
る階調電圧の一例を示す模式波形図である。
【００７８】
　実施例２では、たとえば、図２（ａ）に示した画素電極ＰＸ１に書き込まれた階調電圧
の書き込み不足量と、画素電極ＰＸ２に書き込まれた階調電圧の書き込み不足量との差を
小さくするために、たとえば、画素電極ＰＸ２がＴＦＴ素子を介して接続している映像信
号線ＤＬｍ＋１に接続している前段の画素電極、すなわち、ラインＨＬｎ＋１、列Ｇｕに
ある画素電極ＰＸ４に対する映像信号と、画素電極ＰＸ２に対する映像信号との階調差に
基づいて、画素電極ＰＸ２に書き込む映像信号をオーバーシュートまたはアンダーシュー
トさせる。
【００７９】
　液晶表示パネル１の各画素を、たとえば、図６（ａ）に示したような階調で表示する場
合、ラインＨＬｎ＋１、列Ｒｕにある画素電極ＰＸ１に書き込まれる階調電圧Ｖｐｘの波
形と、走査信号Ｖｇの波形、共通電圧Ｖｃｏｍの波形、および画素電極ＰＸ１に書き込ま
れる階調電圧Ｖｐｘの波形と、映像信号線ＤＬｍに加えられている映像信号ＤＡＴＡｍの
波形との関係は、それぞれ、図６（ｂ）の上側に示したような関係になっている。この波
形の関係は、図２（ｂ）の上側に示した関係と同じであり、走査信号Ｖｇの立ち下がりが
始まる時点での、映像信号ＤＡＴＡｍにおける画素電極ＰＸ１に対する階調電圧と、実際
に画素電極ＰＸ１に書き込まれた電圧との電位差ΔＶ１は小さい。
【００８０】
　一方、ラインＨＬｎ＋２、列Ｇｕにある画素電極ＰＸ２に書き込まれる階調電圧Ｖｐｘ
の波形と、走査信号Ｖｇの波形、共通電圧Ｖｃｏｍの波形、および画素電極ＰＸ２に書き
込まれる階調電圧Ｖｐｘの波形と、映像信号線ＤＬｍ＋１に加わっている映像信号ＤＡＴ
Ａｍ＋１の波形との関係は、従来の駆動方法の場合、図２（ｂ）の下側に示したような関
係になる。その結果、走査信号Ｖｇの立ち下がりが始まる時点での、映像信号ＤＡＴＡｍ

＋１における画素電極ＰＸ２に対する階調電圧と、実際に画素電極ＰＸ２に書き込まれた
電圧との電位差ΔＶ２は、映像信号ＤＡＴＡｍにおける画素電極ＰＸ１に対する階調電圧
と、実際に画素電極ＰＸ１に書き込まれた電圧との電位差ΔＶ１よりも大きくなる。
【００８１】
　そこで、実施例２の駆動方法では、たとえば、図６（ｂ）の下側に示すように、映像信
号ＤＡＴＡｍ＋１のうちの区間ＨＬｎ＋２、すなわち画素電極ＰＸ２に書き込む映像信号
の先頭に、時間Δｔだけ、書き込む映像信号の電圧Ｖ１００よりも電位がΔＶだけ高い電
圧Ｖｏｓを加えて、画素電極ＰＸ２に書き込まれる電圧Ｖｐｘをオーバーシュートさせる
。このようにすると、走査信号Ｖｇの立ち下がりが始まる時点での、映像信号ＤＡＴＡｍ

＋１における画素電極ＰＸ２に対する階調電圧と、実際に画素電極ＰＸ２に書き込まれた
電圧との電位差ΔＶ２’が、図２（ｂ）に示した電位差ΔＶ２よりも小さくなる。
【００８２】
　したがって、実施例２のＴＦＴ液晶表示装置の駆動方法では、走査信号Ｖｇの立ち下が
りが始まる時点での、映像信号ＤＡＴＡｍの階調電圧Ｖ１００と実際に画素電極ＰＸ１に
書き込まれた電圧との電位差ΔＶ１と、走査信号Ｖｇの立ち下がりが始まる時点での、映
像信号ＤＡＴＡｍ＋１の階調電圧Ｖ１００と実際に画素電極ＰＸ２に書き込まれた電圧と
の電位差ΔＶ２’との差（ΔＶ２’－ΔＶ１）が、ΔＶ２－ΔＶ１よりも小さくなる。そ
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のため、画素電極ＰＸ１を有する画素の階調（輝度）と、画素電極ＰＸ２を有する画素の
階調（輝度）との差が小さくなり、横筋と呼ばれる現象の発生による画質が劣化を回避で
きる。
【００８３】
　なお、実施例２において、画素電極ＰＸ（ＰＸ２）に書き込む電圧Ｖｐｘをオーバーシ
ュートさせるための電圧Ｖｏｓを加える時間Δｔおよび電位差ΔＶは、任意の値に設定す
ることができ、適宜変更可能であることはもちろんである。
【００８４】
　また、実施例２の駆動方法を実現させるためには、たとえば、実施例１で説明した補正
回路４０１と同様の構成の補正回路を制御回路４に設ければよい。なお、実施例２の駆動
方法の場合、補正回路４０１の階調補正手段４０１ｂにおいて、階調データそのものを補
正する代わりに、電圧Ｖｏｓの電位や付加する時間などを決定して階調データ（映像信号
）に付加する。
【００８５】
　また、実施例２のＴＦＴ液晶表示装置の駆動方法においても、たとえば、図５（ｂ）に
示したように、映像信号の遅延時間が閾値よりも長くなるラインの画素に対する映像信号
のみを補正してもよいことはもちろんである。またさらに、たとえば、図５（ｃ）に示し
たように、いくつかの閾値を設定し、その区間毎に、映像信号に付加する電圧Ｖｏｓの電
位や付加する時間などの組み合わせを変えた補正テーブルを用意して、各画素の映像信号
を補正してもよいことはもちろんである。
【実施例３】
【００８６】
　図７（ａ）乃至図７（ｄ）は、本発明による実施例３のＴＦＴ液晶表示装置の駆動方法
の一例を説明するための模式図である。
  図７（ａ）は、従来の液晶表示装置の駆動方法の一例を説明するための模式図である。
図７（ｂ）は、実施例１および実施例２とは別の視点から見た横筋が発生する原因を説明
するための模式波形図である。図７（ｃ）は、実施例３の液晶表示装置の駆動方法の一例
を説明するための模式図である。図７（ｄ）は、実施例３の液晶表示装置の駆動方法によ
る作用効果を説明するための模式波形図である。
  なお、図７（ｂ）および図７（ｄ）は、図２（ａ）に示した２つの画素ＰＸ１，ＰＸ２
に書き込まれる階調電圧の一例を示している。
【００８７】
　実施例１および実施例２で説明した液晶表示装置を含む従来の一般的な液晶表示装置に
おいて、各走査信号線ＧＬに加わる走査信号Ｖｇの波形は、たとえば、図７（ａ）に示す
ようになっている。なお、図７（ａ）には、１枚の液晶表示パネルに設けられたすべて（
Ｎ本）の走査信号線のうちの、映像信号線の信号入力端に最も近い位置に配置された４本
の走査信号線ＧＬ１，ＧＬ２，ＧＬ３，ＧＬ４と、映像信号線の信号入力端から最も遠い
位置に配置された２本の走査信号線ＧＬＮ－１，ＧＬＮに加わる走査信号の波形を示して
いる。また、図７（ａ）には、上記の各走査信号線に加わる走査信号の波形とともに、映
像信号線ＤＬｍに加わる映像信号ＤＡＴＡｍおよび映像信号線ＤＬｍ＋１に加わる映像信
号ＤＡＴＡｍ＋１、ならびに共通電極の電位（共通電位）Ｖｃｏｍを示している。
【００８８】
　従来の一般的な液晶表示装置において、各走査信号線ＧＬに加わる走査信号Ｖｇは、あ
らかじめ定められた時間周期Ｔｆごとに、当該走査信号線ＧＬに接続しているＴＦＴ素子
がオンになるような信号である。このとき、各走査信号線ＧＬの走査信号Ｖｇにおいて、
ＴＦＴ素子をオンにする時間Ｔｏｎは、一般に、前記時間周期Ｔｆを走査信号線ＧＬの総
数Ｎで除した値（Ｔｆ／Ｎ）である。
【００８９】
　なお、実際の液晶表示装置において、各走査信号線ＧＬに加わる走査信号Ｖｇの波形は
、たとえば、図７（ｂ）に示すような、なまりのある波形である。このような波形の走査



(16) JP 2008-209890 A 2008.9.11

10

20

30

40

50

信号Ｖｇにおいては、一般に、走査信号Ｖｇが立ち上がる時刻をＴＦＴ素子がオフからオ
ンに切り替える時刻とし、走査信号Ｖｇが立ち下がる時刻をＴＦＴ素子がオンからオフに
切り替える時刻として定義されている。すなわち、走査信号ＶｇにおいてＴＦＴ素子をオ
ンにする時間Ｔｏｎは、走査信号Ｖｇが立ち上がる時刻から立ち下がる時刻までの時間間
隔で定義される。
【００９０】
　また、実際の液晶表示装置では、たとえば、図７（ｂ）に示すように、走査信号Ｖｇに
おいてＴＦＴ素子をオフからオンに切り替える時刻と、映像信号線ＤＬに加えられた信号
が、当該ＴＦＴ素子を介して画素電極ＰＸに書き込まれる信号に変化する時刻に時間差Δ
Ｔがある。そのため、ＴＦＴ素子がオフからオンに切り替わった直後のΔＴ秒間は、当該
ＴＦＴ素子を介して接続された画素電極に、前段の画素電極に書き込む信号が書き込まれ
る。そのため、同じ階調電圧Ｖ１００が書き込まれる画素ＰＸ１，ＰＸ２の画素電極に実
際に書き込まれた階調電圧Ｖｐｘの差ΔＶ１，ΔＶ２に違いが生じ、横筋レベルが発生す
る。
【００９１】
　上記のような観点から、実施例１や実施例２とは別の駆動方法として、たとえば、ＴＦ
Ｔ素子がオフからオンに切り替わった直後に、当該ＴＦＴ素子を介して接続された画素電
極に、前段の画素電極に書き込む信号が書き込まれる時間を短くすればよいことを、本願
発明者らは見いだした。すなわち、実施例３の液晶表示装置の駆動方法では、走査信号Ｖ
ｇにおいてＴＦＴ素子をオフからオンに切り替える時刻と、映像信号線ＤＬに加えられた
信号が、当該ＴＦＴ素子を介して画素電極ＰＸに書き込まれる信号に変化する時刻の時間
差ΔＴを短くする。
【００９２】
　実施例３の液晶表示装置の駆動方法は、たとえば、各走査信号線ＧＬに加える走査信号
Ｖｇの波形を、たとえば、図７（ｃ）に示すような波形にする。なお、図７（ｃ）には、
１枚の液晶表示パネルに設けられたすべて（Ｎ本）の走査信号線のうちの、映像信号線の
信号入力端に最も近い位置に配置された４本の走査信号線ＧＬ１，ＧＬ２，ＧＬ３，ＧＬ

４と、映像信号線の信号入力端から最も遠い位置に配置された２本の走査信号線ＧＬＮ－

１，ＧＬＮに加わる走査信号の波形を示している。また、図７（ｃ）には、上記の各走査
信号線に加わる走査信号の波形とともに、映像信号線ＤＬｍに加わる映像信号ＤＡＴＡｍ

および映像信号線ＤＬｍ＋１に加わる映像信号ＤＡＴＡｍ＋１、ならびに共通電極の電位
（共通電位）Ｖｃｏｍを示している。
【００９３】
　実施例３の液晶表示装置の駆動方法では、各走査信号線に加わる走査信号Ｖｇにおいて
、当該走査信号線ＧＬに接続しているＴＦＴ素子をオンにする時間Ｔｏｎ’を、前記時間
周期Ｔｆを走査信号線ＧＬの総数Ｎで除した値（Ｔｆ／Ｎ）よりも短くする。
【００９４】
　またこのとき、ＴＦＴ素子をオンにする時間Ｔｏｎ’は、たとえば、図７（ｄ）に示す
ように、各走査信号ＶｇにおいてＴＦＴ素子をオフからオンに切り替える時刻（立ち上が
りの時刻）を時間Ｔｂだけ遅らせることで、従来の時間Ｔｏｎよりも短くする。
【００９５】
　このようにすると、走査信号ＶｇにおいてＴＦＴ素子をオフからオンに切り替える時刻
と、映像信号線に加えられた映像信号が、当該ＴＦＴ素子を介して画素電極に書き込む信
号に変化する時刻との時間差ΔＴが短くなる。そのため、ＴＦＴ素子がオンになった直後
に、当該ＴＦＴ素子に接続された画素電極に、前段の画素電極に書き込む信号が書き込ま
れることを防げる。その結果、たとえば、図７（ｄ）に示したように、同じ階調電圧Ｖ１

００が書き込まれる画素ＰＸ１，ＰＸ２の画素電極に実際に書き込まれた階調電圧Ｖｐｘ
の差ΔＶ１，ΔＶ２に差が小さくなり、横筋の発生による画質の劣化を低減できる。
【００９６】
　また、実施例３の液晶表示装置の駆動方法は、すべての走査信号線ＧＬに加える走査信
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号Ｖｇに対し、ＴＦＴ素子をオンにする時間をＴｏｎからＴｏｎ’に一律に変化させる。
そのため、たとえば、走査信号ＧＬの生成や加えるタイミングを制御するゲートドライバ
３や、タイミングコントローラと呼ばれるプリント回路基板において、ＴＦＴ素子をオン
にする時間がＴｏｎ’になるようにあらかじめ調節しておくことができる。すなわち、実
施例３で説明した駆動方法を実現する液晶表示装置は、実施例１や実施例２で説明したよ
うな補正回路４０１を設けなくても横筋の発生を抑えることができ、画質の劣化を低減で
きる。
【００９７】
　以上、本発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記実施例に限
定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々変更可能であることは
もちろんである。
【００９８】
　たとえば、実施例１乃至実施例３では、１本の映像信号線ＤＬに対する映像信号の信号
入力端が、当該映像信号線ＤＬの両端のうちの一方であり、かつ、表示領域の上端側（走
査信号線ＧＬ１側）に設けられている場合を例に挙げているが、近年のＴＦＴ液晶表示装
置には、たとえば、表示領域ＤＡの下端側（走査信号線ＧＬＮ側）に信号入力端が設けら
れているものもある。また、近年のＴＦＴ液晶表示装置には、たとえば、表示領域ＤＡの
上端側および下端側の両端に信号入力端が設けられているものもある。そのようなＴＦＴ
液晶表示装置の場合も、実施例１乃至実施例３で説明したような考え方に基づいて、液晶
表示パネルを駆動させることで、横筋と呼ばれる現象の発生を抑え、画質の劣化を防ぐこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１（ａ）】本発明に係わる液晶表示装置の概略構成の一例を示す模式ブロック図であ
る。
【図１（ｂ）】図１（ａ）に示した液晶表示パネルにおける表示領域の概略構成の一例を
示す模式回路図である。
【図２（ａ）】本発明に係わるＴＦＴ液晶表示装置における各画素の階調の一例を示す模
式回路図である。
【図２（ｂ）】図２（ａ）に示した２つの画素電極ＰＸ１，ＰＸ２に書き込まれる階調電
圧の一例を示す模式波形図である。
【図３（ａ）】実施例１の液晶表示装置の駆動方法の概要を説明するための模式回路図で
ある。
【図３（ｂ）】図３（ａ）に示した２つの画素電極ＰＸ１，ＰＸ２に書き込まれる階調電
圧の一例を示す模式波形図である。
【図４（ａ）】実施例１のＴＦＴ液晶表示装置の補正回路の一構成例を示す模式ブロック
図である。
【図４（ｂ）】補正回路に入力される映像データの一例を示す模式図である。
【図４（ｃ）】補正回路のデータ並替手段で並べ替えを行った映像データの一例を示す模
式図である。
【図５（ａ）】横筋と呼ばれる現象の傾向を説明するための模式図である。
【図５（ｂ）】階調の補正方法の第１の応用例を説明するための模式グラフ図である。
【図５（ｃ）】階調の補正方法の第２の応用例を説明するための模式グラフ図である。
【図６（ａ）】実施例２の液晶表示装置の駆動方法の概要を説明するための模式回路図で
ある。
【図６（ｂ）】図６（ａ）に示した２つの画素電極ＰＸ１，ＰＸ２に書き込まれる階調電
圧の一例を示す模式波形図である。
【図７（ａ）】従来の液晶表示装置の駆動方法の一例を説明するための模式図である。
【図７（ｂ）】実施例１および実施例２とは別の視点から見た横筋が発生する原因を説明
するための模式波形図である。
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【図７（ｃ）】実施例３の液晶表示装置の駆動方法の一例を説明するための模式図である
。
【図７（ｄ）】実施例３の液晶表示装置の駆動方法による作用効果を説明するための模式
波形図である。
【符号の説明】
【０１００】
　１…液晶表示パネル
　２…データドライバ
　３…ゲートドライバ
　４…制御回路
　４０１…補正回路
　４０１ａ…データ並替手段
　４０１ｂ…階調補正手段
　４０１ｃ…ラインメモリ
　４０２…極性制御手段
　ＧＬ，ＧＬ２，ＧＬｉ，ＧＬｊ，ＧＬｎ－１，ＧＬｎ，ＧＬｎ＋１，ＧＬｎ＋２，ＧＬ

Ｎ…走査信号線
　ＤＬ，ＤＬ１，ＤＬ２，ＤＬ３，ＤＬ４，ＤＬ５，ＤＬｍ－２，ＤＬｍ－１，ＤＬｍ，
ＤＬｍ＋１，ＤＬｍ＋２，ＤＬｍ＋３，ＤＬＭ＋１…映像信号線
　ＰＸ，ＰＸ１，ＰＸ２，ＰＸ３，ＰＸ４…画素電極
　ＨＬ１，ＨＬ２，ＨＬ３，ＨＬ４，ＨＬ５，ＨＬｎ，ＨＬｎ＋１，ＨＬｎ＋２，ＨＬｎ

＋３，ＨＬＮ，ＨＬｉ，ＨＬｊ，ＨＬｔｈ，ＨＬｔｈ－１，ＨＬｔｈ１，ＨＬｔｈ２，Ｈ
Ｌｔｈ３…画素電極のライン（行）
　Ｇｕ－１，Ｂｕ－１，Ｒｕ，Ｇｕ，Ｂｕ…画素電極の列

【図１（ａ）】 【図１（ｂ）】
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【図２（ａ）】 【図２（ｂ）】

【図３（ａ）】 【図３（ｂ）】
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【図４（ａ）】

【図４（ｂ）】

【図４（ｃ）】

【図５（ａ）】

【図５（ｂ）】

【図５（ｃ）】
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【図７（ａ）】 【図７（ｂ）】
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要解决的问题：为了防止由于TFT元件的写入不充分导致的TFT液晶显示
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极的视频信号线的灰度等级它是通过在相同的视频信号线的TFT元件相
连接，并且将图像数据的灰度，以在只有一个比一个像素电极和视频信
号线的信号输入端的像素电极的前面被写并且比较要写入一个像素电极
的图像数据的灰度具有电路的显示装置。 图3（a）
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